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01
実践の概要／研究テーマの設定



◼︎特別支援学校における今日的課題から

実践の概要／研究テーマの設定01

インクルーシブ教育システムの推進

・連続性のある多様な学びの場を用意する

・障害の有無に関わらず同じ場で共に学ぶことを目指す

多様化する教育的ニーズへの対応

・発達障害の児童生徒の増加と教育的ニーズの多様化

・重度重複化と障害特性を考慮した総合的な支援



◼︎本校の現状（学校評価アンケートより）

実践の概要／研究テーマの設定01

「職員は、生徒の話をよく聞き、相談に
のってくれている。」

【生徒指導：生徒の悩みや心配事に早期に目を向ける支援】

生徒 保護者 職員

「私(学校)は、気になる生徒に声を掛け
たり、生徒の話を最後までしっかり聞い
たりすることを心掛けている。」

「先生は悩み事や心配事の相談にのって
くれますか。」

81%

12%

5% 2%

◼︎よくあてはまる ◼︎ややあてはまる ◼︎あまりあてはまらない ◼︎まったくあてはまらない

63%

32%

5%

51%49%



◼︎当校の現状（生徒の実態より）

実践の概要／研究テーマの設定01

生徒の実態の多様化

・様々な障害種や特性のある生徒

・発達障害の生徒の増加と実態差

・多様な家庭環境等の背景

個別対応が必要となるケース

・不安や自信のなさ

・人との関わりや集団での行動の苦手さ

・感情のコントロールにおける課題

学習面だけでなく「心」の面での課題



実践の概要／研究テーマの設定01

・インクルーシブ教育システムの推進

・多様化する教育ニーズへの対応

今
日
的
課
題

生
徒
の
実
態

職
員
意
識

・生徒の実態の多様化

・個別対応が必要となるケース

・個に応じた指導の必要性

・多様な生徒へ対応する難しさ

・職員間の共通理解や連携した対応

自立や社会参加につながる

「心の育成」に重点を置き

個別の教育的ニーズに基づき

学校全体で連携して支援していく体制



知的障害特別支援学校における生徒の
「しなやかな心」を育てる教育課程の編成

（R６〜８の３年計画）

実践の概要／研究テーマの設定01

研究テーマ

しなやかに ➕ 「心の育成」教育目標 本校の現状

【１年次】 自立活動の視点を生かした実態把握と目標設定に基づく授業づくり

【２年次】 「しなやかな心」の育成に向けた授業実践と指導計画の見直し

【３年次】 「しなやかな心」を育成するための年間指導計画の検討



02
職員研修／自立活動シートの活用／グループ研修

実践内容（１年次）



「自立活動の視点を生かした実態把握と目標設定に基づく授業づくり」

【１年次の重点目標】

・特別支援学校、特別支援学級、通級による指導の教育課程に設けられた、個々の障害

による学習上又は生活上の困難を改善・克服するための指導領域

・各教科等において育まれる資質・能力を支える大事な役割を担っている

両方行うことで調゙和のとれた育成を目指す

各教科等
生活年齢に即した

系統的・段階的な指導

自立活動
障害による困難さを

改善・克服するための指導

➕
関連



・自立活動の指導についての理解を深める

・職員間の共通認識のもと指導や支援を行う

02

⑴ 自立活動の６区分を意識した実態把握に関する研修・演習

⑵ 外部講師による講話

目

的

取

組

実践内容【自立活動に関する職員研修の設定】



外部講師による講話

02

【７月】「特別支援教育３ステップで考える自立活動の授業づくり」 講師：いるかどり様

Zoomによる職員研修の様子

実践内容【自立活動に関する職員研修の設定】



⑴ 自立活動の６区分の視点での観察による実態把握

02

「自立活動シート」STEP1の記入

「いるかどり式自立活動関連項目早見表」を活用

全職員が抽出生徒１名について
自立活動シートを作成

強みにも注目

実践内容【「自立活動シート」の活用による一人一実践】



⑵ 実態から指導目標と育てたい「しなやかな心」の決定

02

「自立活動シート」STEP２の記入

指導目標に関わる育てたい「しなやかな心」の検討

個別の指導計画と関連

実態把握
＋

本人の思い・願い

指導目標

実践内容【「自立活動シート」の活用による一人一実践】



⑶ 目標を達成するための指導内容と指導計画の検討

02

「自立活動シート」STEP３の記入

自立活動の時間＋教育活動全体
で指導計画を検討

指導目標を意識して

・学習することは？
・必要な支援は？
・どの時間に行うか？
・個別か集団か？

など具体的に検討

実践内容【「自立活動シート」の活用による一人一実践】



⑷ 各自の授業実践と振り返り

02

「自立活動シート」STEP4の記入

一人一実践として
指導案の代わりに作成

指導計画
↓

実践
↓

振り返り
↓

改善

実践内容【「自立活動シート」の活用による一人一実践】



一人一実践 事例紹介



事
例
①





事
例
②





事
例
③





⑴ 共通のテーマを選択した職員間での指導内容や支援の協議

02

【８月下旬】「自立活動シート」STEP１〜３の検討、情報交換

・抽出生徒の指導目標をもとに、職員を
グルーピング（４人程度）

・「自立活動シート」を用いて生徒の実
態と目標を共有

・指導計画や使用教材、支援具等につい
て情報交換

・情報交換の内容を実践の計画に反映

実践内容【授業改善に向けたグループ研修】



⑵ 実践報告会での生徒の変容や有効な支援の共有

02

【１月下旬】「自立活動シート」STEP４の報告、意見交換

・指導計画をもとに、２学期中に一人一
実践を実施

・実践の内容と振り返りを「自立活動
シート」STEP４にまとめる

・協議を行ったグループで実践の報告

・有効な支援や指導形態等について意見
交換

実践内容【授業改善に向けたグループ研修】



⑶ 大切にしたい「しなやかな心」と次年度の取組の検討

02

【２月下旬】学校・学部で大切にしたい「しなやかな心」の検討

・実践をもとに、育てたい「し
なやかな心」について考える

・付箋に自分の意見を書く

・グループで意見を共有し、カ
テゴリーごとに分ける

↓
・研究推進委員会で「しなやか

な心」の定義を検討

実践内容【授業改善に向けたグループ研修】



◼︎「しなやかな心」の定義

02

教育目標「しなやかに」
風雪や嵐にも負けず 柔軟でありながら まっすぐに伸びていく

しなやか賞
【青竹賞】
青竹が嵐や積雪にも折れずに成長す
るように、困難なときも頑なになら
ず、他の人の意見に耳を傾けて「嫌
い」「苦手」を減らすように頑張る

【竹林賞】
竹林が支え合って強くなっているよう
に、自分が支えられていることに感謝
を忘れず、周りの人に対して「協力す
る」「助ける」を増やすように頑張る

進んでがんばる心 あきらめない心 仲間と協力する心

【若竹賞】
若竹が大地の栄養をすってグングン
成長するように、新しい知識や技能
を吸収し、「分かる」「できる」を
増やすよう、自分から進んで頑張る

実践内容【授業改善に向けたグループ研修】



03
共通理解／実践検討／授業改善

実践内容（２年次）



「しなやかな心」の育成に向けた授業実践と指導計画の見直し

【２年次の重点目標】

「自立活動シート」の活用と実態の共通理解

実践

整理

学年職員での実践検討と授業実践

チェックリストを使用した振り返りと授業改善

有効な指導や支援の共有、指導計画の見直し

研修



⑴ 「自立活動シート」の活用（１年次の継続）

02 実践内容【「自立活動シートの活用」と実態の共通理解】

⑵ 学年での職員研修

○ 職員間での共通理解
・生徒の実態
・自立活動の目標

○ 指導計画の検討
・個別or少人数or学年全体
・指導の時期、時間、回数など
・級外職員との連携
・各教科との関連



⑴ 学年の実態に応じた授業実践

02

⑵ チェックリストによる振り返り

実践内容【学年職員での授業実践／チェックリストを使用した授業改善】

授業者や参観した職員が生徒の様子や
目標が達成できたかなどを記録する

客観的な評価と授業改善の視点
＝生徒の目標を基に、学年の実態に合わせて

実践計画を検討



学年実践 事例紹介



事
例
④



○「生活リズム」グループ

【活動の時間】

しなやかタイム（自立活動）

２週間に１回程度

【大まかな計画】

・望ましい生活リズムの指導

・自分の生活リズムの振り返り、

見直し

【生徒の課題】



○「生活リズム」グループ

【養護教諭による指導】 【生活の可視化】【生活リズムの図式化】





○「コミュニケーション力」グループ

【生徒の課題】 【活動の時間】

しなやかタイム（自立活動）

２週間に１回程度

【大まかな計画】

・表情理解

・気持ちの読み取り

・アサーショントレーニング



○「コミュニケーション力」グループ

【気持ち当てクイズ】 【アサーショントレーニング】





04
成果と今後の課題



◼︎ 自立活動に関する職員研修の設定について

04

【成果】

・曖昧になりがちな自立活動について考えるきっかけとなった

・自立活動の重要性を認識することができた

【課題】

・研修に参加できない職員がいた

→研修の録画や記録の回覧など、欠席者にも研修内容の周知する

職員アンケート

自立活動の研修についての満足度

◼︎大変満足している ◼︎満足している
◼︎やや満足でない ◼︎満足でない

38%

58%

4%

成果と今後の課題



◼︎大変満足している ◼︎満足している
◼︎やや満足でない ◼︎満足でない

◼︎「自立活動シート」の活用による実践ついて

04

【成果】

・生徒理解を深めることができた

・日頃抱えていた課題に焦点を絞って実践に取り組むことができた

・自分の実践を整理しながら考えることができた

【課題】

・職員の予定や生徒の欠席により計画的に進めることが難しかった

→どのように指導の時間を確保するか検討が必要

職員アンケート

58%

42%

実践研修についての満足度

成果と今後の課題



◼︎ 授業改善に向けたグループ研修について

成果と今後の課題04

【成果】

・同じ課題をもつ職員から様々な支援方法を学ぶことができた

・少人数での研修で、より内容の濃い話し合いができた

・負担感が少なく、みんなで学ぶことができた

【課題】

・他学部の職員との情報交換もできるとよかった

→様々な職員と交流できる機会を設ける

職員アンケート

グループ研修についての満足度

◼︎大変満足している ◼︎満足している
◼︎やや満足でない ◼︎満足でない

38%

62%



◼︎ その他の成果

04

○ 自立活動教材の購入

○地域支援部による自立活動に関する研修機会の設定

○個別の指導計画の年間目標の見直し

自立活動を重視する職員意識の向上

成果と今後の課題



◼︎学校評価アンケートより

【学習指導】

「学校の学習は楽しく分かりやすいです
か。」

73%20%

3%4％

◼︎よくあてはまる ◼︎ややあてはまる ◼︎あまりあてはまらない ◼︎まったくあてはまらない

「学校の友達や先生と良い関係をもちな
がら生活していますか。」

72%
20%

7% 1%

「先生は悩み事や心配事の相談にのって
くれますか。」

81%

12%
5%2%

【生徒指導】

04

73%

25%

2%

73%

20%

6% 1％

79%

17%

3% 1％

成果と今後の課題



成果と今後の課題【次年度の方向性】04

「しなやかな心」を育成するための年間指導計画の検討

【３年次の重点目標】

生徒の実態からの定義

進んでがんばる心 あきらめない心 仲間と協力する心

研修 年間指導計画の内容の見直し、自立活動の指導の時間の検討

実践

整理

「しなやかな心」を育てる視点での指導や支援の工夫

新しい形式の年間指導計画の作成
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ご清聴ありがとうございました
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